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宮
城
県
の
地
名
調
査
に
は﹃
宮
城
縣
史
﹄︵
以
下「
県
史
」︶
所
収
の「
宮
城
県
各
村
字
調
書
」︵
以
下
 
「字調書」
︶と「風土記御用書出」
︵以下「風土記」
︶は欠かせない資料である︒この「風土
記
」
が
二
〇
一
二
年
度、
「
岩
出
山
古
文
書
を
読
む
会
」
の
テ
キ
ス
ト
に
取
り
上
げ
ら
れ、
県
図
書
館
蔵
史
料
の
複
写
を
使
っ
て
そ
の
解
読
に
取
り
組
ん
で
い
る︒
す
で
に「
玉
造
郡
御
村
名
次
第
書
出
」「
下
野
目
村
風
土
記
御
用
書
出
」
等
を
読
み
終
え
た︒
読
み
な
が
ら
私
は、
「
風
土
記
」
の
内
容
を
一
枚
の
絵
図
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た︒
先
ず
は
江
戸
期
の「
下
野
目
村
絵
図
」︵
岩
出
山
町
史
文
書
資
料
第
十
一
集﹃
村
の
く
ら
し
﹄
所
収
︶
の
あ
る
下
野
目
村
の
そ
れ
を
試
み、
聞
き
取
り
を
し
て
は「
風
土
記
」
の内容を検証し、村絵図風に一枚の略絵図を描いた︵
「﹃下野目村風土記御用書出﹄の絵図
化」
／﹃地名﹄三十六号所収︶
︒
　
こ
こ
で
は、
次
い
で
取
り
組
ん
だ「
鳴
子
村
風
土
記
御
用
書
出
」︵
安
永
二
年・
肝
入
平
蔵
︶
の
絵
図
化の試みを報告する︒但し、鳴子村の場合は下野目村とちがって村全体の「村絵図」が残
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されていないので、鳴子村を含む江戸期・明治初期作成の絵図や関連文書、そして﹃鳴子町史﹄
︵昭和四十九年／鳴子町史編纂委員会︒以下「町史」
︶を参照しながら、現地踏査の
成
果
を
踏
ま
え
て「
村
絵
図
」
を
作
成
し
た︒
「
村
絵
図
」
の
下
書
き
に
は
大
崎
市
役
所
鳴
子
温
泉
支
所
提
供
の「
鳴
子
町
合
成
字
一
覧
図
」︵
以
下「
字
界
図
」︶
の
複
写
を
使
用
し、
「
風
土
記
」
等
の
情
報
を
最終的にはこの一枚に集約することにした︒　
以下に、それら江戸期・明治初期の参照絵図を列記する︒
　
・「仙台領国絵図」
︵元禄十四年／宮城県図書館蔵︒以下「元禄絵図」
︶図
1
　
・「御領分絵図」
︵年代不明／宮城県図書館蔵︒以下「年代不明領分絵図」
︶図
2
　
・「仙台領分図」
︵寛文十年―延宝六年／宮城県図書館蔵︒以下「寛文絵図」
︶
　
・「仙台領国絵図」
︵正保年間／仙台市博物館蔵︒以下「正保絵図」
︶
　
・
 「鳴子村中山絵図
⎠1
⎝
」︵仮称／文化文政頃／遊佐守氏蔵︒以下「中山絵図」
︶図
3
　
・
 「玉造郡村員貮拾壹箇村絵図」
︵年代不明／宮城県公文書館蔵︒以下「二十一村絵図」
︶
図
4
　
・
 「陸前国玉造郡地誌／付図／鳴子村
︵明治八年頃／宮城県図書館蔵︒以下「皇国地
誌」
︶但し、本稿では﹃玉造郡誌﹄
︵昭和四年／玉造郡教育会︶付図︵図
5︶を使用︒
　
それ以外の絵図や参考資料は引用のつど注記を付したい︒
︵
1︶
 こ
れ
の
縮
尺
掛
け
軸「
中
山
平
温
泉
絵
図
」
が
鳴
子
公
民
館
に
あ
る
が、
内
容
か
ら
見
て
名
称
が
適
切
で
な
い
の
で、
こ
こでは表記の仮称を用いた︒
「中山絵図」
には、①
「常
治
田
」「
清
蔵
畑
」「
南
原
山
平
六
山
」
な
ど
田
畑
や
地
付
山
に
御
百
姓
名、
②
宅
地
に
屋
敷
名
で
な
く「
遊
佐
」「
上
野
」
などの苗字、③
「軽井沢」
「蛇喰原」
など沢や原の名、
④
南
原
穴
堰
を
含
む
用
水
路
や
脇
道・
細
道
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る︒
御
百
姓
名
か
ら
文
化
文
政
頃
作
と
推
定
さ
れ
る
が
江
戸
期
の
絵
図
で
御
百
姓
の
苗
字
記
載
は
珍
し
く、この絵図の性格等の解明は今後の課題である︒
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図 1　「仙台領国絵図」部分図（元禄十四年／宮城県図書館蔵）
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図 2　「御領分絵図」部分図（年代不明／宮城県図書館蔵）
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図 3　「鳴子村中山絵図」部分図（仮称／文化文政頃／遊佐守氏蔵）
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図 4　「玉造郡村員貮拾壹箇村絵図」部分図（年代不明／宮城県公文書館蔵）
116
図 5　「玉造郡誌／付図／鳴子村図」（昭和四年／玉造郡教育会）
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1?
?????
　「
村
絵
図
」
作
成
は、
隣
接
す
る
村
や
郡
と
の
境
界
線、
鳴
子
村
の
場
合
は
新
庄
領
と
の
国
境
線
を
引
くことから始める︒
「字界図」を基に村の境界線を描き、
「風土記」の記述を確認しながら
作業を進めた︒鳴子村の場合、肝入平蔵は検断・萬御判肝入を兼ねただけでなく、実質的な境目役 担っていたこともあってか、他村の風土記より国境・郡境・村境の記述がより詳細である︒
（1）御国境
　「
風
土
記
」
に
は、
正
保
二
年︵
一
六
四
五
︶
に
新
庄
領
境
田
村
と
の
間
で、
関
沢
に
杭
と
炭
塚、
遠
鈴山・軽井沢山に炭塚を建て国境を確定して絵図を取り交わしたとある
⎠2
⎝
が、その絵図は現
在見つかっていない︒しかし、宮城県図書館で閲覧した
「元禄絵図」
作成の前年
︵一七〇〇
年
︶
に
仙
台
藩
と
新
庄
藩
が
交
わ
し
た
領
際
絵
図
三
枚
が
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る︒
そ
れ
は、
①
「陸奥国仙台領際絵図―出羽国新庄領之方」
②
「仙台藩領分境界図―新庄領御境」
③
「仙
台領際新庄方面絵図」
の三点で、①②には境塚の記載があった︒①②には街道を挟んで北
に「此所境塚国境」
︵「風土記」でいう軽井沢山︶
、南に「此所関沢境塚国境」
、さらに西遠
鈴
山
中
腹
に「
此
所
境
塚
国
境
」
と
あ
り︵
図
6︶、
そ
れ
ら
を「
村
絵
図
」
に
境
塚
印
⃝
で
付
し
た︒
②③には、公儀へ提出する御国絵図︵
「元禄絵図」
︶作成のためにこの際絵図を取り交わす
旨が書かれ、
大河内源太夫ら立会人である両藩五名の記名がある︒
今回作成した
「村絵図」
︵
2︶
 ﹃新
庄
市
史
﹄
に
も﹃
新
庄
古
老
覚
書
﹄
を
引
用
し
て、
仙
台
領
側
の
遊
佐
平
左
衛
門
以
下
四
名
と
新
庄
領
側
の
佐
藤
市
左
衛
門
以
下
三
名
と
の
間
で
正
保
二
年
六
月
一
九
日
に「
互
に
絵
図
書
物
共
に
取
渡
申
候
」
と
書
い
て
あ
る
が、
最
上
町
教
育
委
員
会
教
育
文
化
課・
菅
智
行
氏
か
ら「
こ
の
絵
図・
文書は確認されていない」との回答を頂いた︒
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図 6　「仙台藩領分境界図―新庄領御境」部分図（元禄十三年／宮城県図書館蔵）
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の国境は境界線でなく、前森山・耳つく山・西遠鈴山と、西長根︵
「風土記」に記載なし︶
の山を連ねて表すことにした︒
（2）御郡境并御村境
　「
風
土
記
」
の
郡
境・
村
境
に
出
て
く
る
地
名
は
仔
細
で、
踏
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た︒隣接する大口村・宮崎村・北川内村・鬼首村の「風土記」や「字界図」らの地図を参考
に
し
て
仮
の
境
界
線
を
引
き、
こ
れ
も
ク
ル
ミ
嶽・
屏
風
岩・
国
見
山・
二
ツ
森
山
ら
の
山
や
館
ノ
沢・寒風沢らの沢で表すことにした︒
2?
??????
（1） 嶽山八つ―
 花
渕
山・
耳
つ
く
山・
遠
鈴
山・
軽
井
沢
山・
水
上
山・
国
見
山・
弐
ツ
森・
前森山
　「風土記」記載の花渕山︵大深沢山ともいう︶
・耳つく ︵木兎山・耳津く山とも表記︶
・
遠と
お
す
ず
や
ま
鈴
山︵
東
遠
鈴
山・
西
遠
鈴
山
あ
り
︶・
軽
井
沢
山・
水
上
山・
国
見
山・
弐
ツ
森・
前
森
山
の
八
山
を確認できた︒江戸期の絵図では「年代不明領分絵図」が詳しく、水上山を除いて全て記入
︵戸沢峠・
クルミ峠・屏風岩もあ
り︶
されている︒いくつかの絵図・地形図を参考に
「村
絵
図
」
に
記
載
し
た︒
「
元
禄
絵
図
」「
皇
国
地
誌
」
ら
に
あ
る
西
長
根
は︵
 ︶
付
き
で
入
れ
た︒
西
遠
鈴山・西長根は、新庄領ではそれぞれ大
おお
羽は
山やま
︵現奥羽山︶
・鍋倉と呼称︵先の絵図①②③︶
した︒三丈野山・黒森は別項 触れる︒岩渕山・半
はんたらやま
俵山の記載がないのは郡村境でないか
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らだろうか︒この二つの山も︵
 ︶付きで書き込んだ︒
（2）瀧二ツ―大瀧・水無の瀧
　「大深沢／大瀧」の大瀧は未確認のため記載をしなかった︒
「古戸／水無の瀧」は水無沢
にある瀧で、今は砂防ダムが築かれている︒
（3） 御林七ツ―舟木平・上野原・三个銘・鳥屋ケ森・黒森・大長根・締
ワナ
場御林
　
鳴子村は岩出山伊達氏の知行地だが、御林は仙台藩が直接管理し保護していた︒これら
御林を「＊＊御林」と記した絵図を実見できなかったので、手に入れた絵図や地図を見ながら聞き書きをして大凡の場所を「字界図」に書き入れ もの 、 う一つはっきりしなか
っ
た︒
そ
ん
な
折、
県
図
書
館
で
見
た「
遊
佐
文
書
」︵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
︶
の
中
に、
御
林
に
触
れ
た
文
書
が
二
点
あ
っ
た︒
そ
の
一
つ、
「
玉
造
郡
鳴
子
村
之
内
中
山
新
御
林
帳
⎠3
⎝
」
の
記
載
内
容
か
ら
各
御林を特定することにした︒　「舟木平御林」は現在の鳴子小学校に、
「上野原御林」は現在の上野々スキー場の山に当
た
る︒
「
大
沢
山
湯
元
山
小
谷
地
山
三
ケ
銘
御
林
」
や「
鳥
屋
ケ
森
御
林
」・「
黒
森
御
林
」
は
地
図
と
聞
き書きですぐに判明した︒
「中山／締
ワナ
場御林」
は先の
「御林帳」
に
「締坪山」
とあるもので、
「
二
十
一
村
絵
図
」
記
載
の「
ワ
ナ
バ
山
」
で
あ
る︒
残
り
の「
中
山
／
大
長
根
御
林
」
が
ど
こ
か、
地
元
の
方
も
首
を
傾
げ
て
な
か
な
か
分
か
ら
な
か
っ
た︒
「
御
林
帳
」
に
あ
と
一
つ
あ
っ
た
の
が「
苅
萱
山
御
林
」
で
あ
る︒
こ
れ
は「
二
十
一
村
絵
図
」
に
あ
る「
カ
ル
カ
ヤ
山
」
で
あ
ろ
う︒
但
し、
「
大
長
根
御林」の大きさが十丁╳七丁に対して、七丁╳一丁とぐんと小さい︒しか 、地 で「カ
︵３
︶
 こ
の「
御
林
帳
」
は
昭
和
三
十
七
年
書
写
さ
れ
た
文
書︒
記
載
年
代
が「
宝
延
八
年
」︵
こ
の
元
号
は
な
く、
大
肝
入
が
伊
藤
九
郎
左
衛
門
な
の
で
宝
永
八
年
︶
な
ど
信
頼
性
に
や
や
疑
問
が
残
る
が、
御
林
の
場
所
を
特
定
す
る
に
は
有
効
で
あった︒原史料は確認できていない︒
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ルカヤ山」周辺を見ると、地図記号の「小道」が星沼からカルカヤ山を通る尾根沿いに水上
山
頂
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た︒
尾
根
沿
い
に
い
く
つ
か
の
山
越
え
を
す
る
道
を「
長
根
」
と
い
う︒
十
丁
╳
七
丁
を「
字
界
図
」
に
合
わ
せ
て
縮
尺
す
る
と、
三
つ
四
つ
の
山
が
含
ま
れ
た︒
宝永から安永にかけて約六十年の間に御林が拡張されたと推測でき、これが「中 ／大長根御林」だと確信した︒
?
?
?????????
（1）川二ツ―玉造川・大谷川
　「
風
土
記
」
の
頃
と
そ
う
大
差
が
な
い
だ
ろ
う
か
ら、
昭
和
三
十
二
年
の
鳴
子
ダ
ム
竣
工
前
の
地
図
を
つかって、玉造川︵荒雄川ともいう︒現江合川︶と大谷川を書き入れた︒
（2）用水堰二ケ所―大堰・小谷川
　「風土記」に「五味巻／大堰
　
一ケ所」
「中郷／小谷川
　
一ケ所」とある︒五味巻・中郷
ともに小名︵字︶だが、これがどこか、誰に聞いても全くわからない︒そこで小名を脇において、田畑に水を流す用水堰そのものを考えてみることにした︒重要な用水堰は明治になってもそ
のまま使われていたし、現在でもその役割を果たしていることが多い︒それが
耕地の限られた旧鳴子村の場合はなおさらであろう︒そういう目で
「皇国地誌」
を見ると、
「東坂見堀」と「西坂見堀」の二つの用水堀︵他に堀の記載なし︶が「大堰」と「小谷川」にあたると判断し、想定印
を付して「村絵図」に書きこんだ︒現在、岩渕囲に通称地名
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「坂見」
︵四軒の家あり︶があり、坂見用水路は鳴子ダムから坂見まで隧道を通じて水が流
れ
て
く
る︒
但
し、
「
坂
見
堰
」
の
名
が
天
保
二
年︵
一
八
三
一
︶
に
岩
渕
屋
敷
幸
右
衛
門
が
記
し
た
 
「諸
しょ
償つぐない
」に「坂見堰酒代」とある︵
「町史」
︶ので、断定は控えておく︒
　
ま
た、
南
原
の
穴
堰
は「
風
土
記
」
に
記
載
が
な
い
が、
同
時
期
に
提
出
さ
れ
た
肝
入
平
蔵「
書
上
」
︵
古
人
書
上
︶
中
の
七
代
平
左
衛
門
宜
次
の
項
に「
南
原
と
申
所
江
七
百
三
拾
弐
間
之
穴
堰
願
御
普
請
被
成下」とあり、
﹃南原の穴堰﹄
︵平成十一年・南原穴堰水利組合︶
﹃仙台領の潜り穴﹄
︵平成
十四年・高倉淳︶を参考に現地調査で確認し、
「村絵図」に点線で記入した︒
（3）沼六ツ―花淵沼・形沼・丸沼・板背負沼・内崩沼・星沼
　「花淵沼」は花淵山中腹にある「雄沼」で、
「形沼」は「潟沼」のことである︒
「風土記」
に
は、
花
淵
沼
に「
毎
年
秋
ニ
罷
成
光
物
飛
申
候
」、
形
沼
に
つ
い
て
は
獅
山
公︵
伊
達
吉
村
︶
出
馬
に
触
れ
て「
草
生
不
申
魚
虫
等
硫
黄
之
気
御
座
候
ニ
付
居
不
申
候
」
と
の
挿
話
を
入
れ
て
い
る︒
「
屏
風
岩
／丸沼」は、屏風岩の東方に長沼らいくつかの沼があるうちの一つか︒
「黒森／板背負沼」
は
黒
森
の
西
南
に
あ
る
沼
で、
今
は
産
業
廃
棄
物
の
処
理
場
に
な
り
沼
と
は
い
え
な
い︒
「
中
山
／
内
崩
沼」 確認できなかった︒次いで「白須／星沼」をみると、白須は「中山絵図」に「白須山治右衛門」とあって白須山は治右衛門の地付山︒現在の熱帯植物公園付近を白須原といい、かつては窪地で、雨が降りつづくと沼となり好天がつづくと元の窪地になったものだという︒干し が星沼に転訛したのだろうか︒
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（4）堤七ツ―出堤・中堤・入堤・新堤・長堤・曲澤堤・小谷地堤
　「
南
原
／
出
堤・
中
堤・
入
堤・
新
堤
」
は
穴
堰
の
所
々
に
設
け
ら
れ
た
堤
と
思
わ
れ
る
が、
現
在
そ
の
名
称
は
使
わ
れ
て
い
な
い︒
「
軽
井
沢
／
長
堤
」
は
軽
井
沢
に
あ
る
い
く
つ
か
の
堤
の
う
ち
の
一
つ
で
あり、
「中山／曲沢堤」の曲沢は「中山絵図」の曲ヵ沢で現宿沢にある堤である︒
「上野原
／小谷地堤」の上野原︵現上野々︶につくられた堤で、今回の現地踏査で確認できた︒
4?
???
?
（1）道三筋―鬼首海道・出羽海道・川南向通
　「
一
壱
筋
／
鳴
子
村
ゟ
鬼
首
村
海
道
」
は
鬼
首
村
へ
の
道
の
こ
と
で
あ
る︒
字
大
畑
に「
出
羽
街
道
鬼
首峠越小豆坂」の標柱があったが、今調査時には取り外されていた︒岩渕坂から小豆坂にかかる道は入口のみ確認した︒　「一壱筋／但出羽海道」は、尿前・中山宿を通り、関沢で新庄領境田に入る街道である︒この
街
道
の
尿
前・
境
田
間
の
復
元
工
事
が、
「
歴
史
の
道
」
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
昭
和
五
十
三
年
か
ら
五
十
六
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た︵
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書
六
十
集﹃
歴
史
の
道
調
査
報
告
書﹄
︶︒この道を何度か歩いたことと、各種絵図をもとに
「村絵図」
に書き入れた︒問題は、
絵
図
に
よ
っ
て「
尿
前
町︵
関
︶」
へ
の
川
渡
し
に
二
通
り
あ
る
こ
と、
つ
ま
り
①
玉
造
川
渡
し
↓
大
谷
川
渡
し
で
尿
前
に
出
る︵
「
正
保
絵
図
」「
元
禄
絵
図
」︶
行
き
方
と、
②
岩
渕
か
ら
直
接
玉
造
川
を
渡
っ
て尿前に出る︵
「年代不明領分絵図」
︶
行き方があることだった︒
「皇国地誌」
には②の
「岩
渕渡し」
と、大口村川渡の玉造川渡し後に大谷川を渡る①の
「尿前渡し」
とが描いてある︒
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湯
元
に
寄
っ
て
中
山・
新
庄
に
向
か
っ
た
者
は
①、
直
接
中
山・
新
庄
に
向
か
っ
た
者
は
②
で
あ
っ
た、
と
思
わ
れ
る︒
「
村
絵
図
」
に
は
ど
ち
ら
も
書
き
入
れ
た︒
尚、
岩
渕
に
は
船
場・
船
小
屋
の
地
名
が、
上鳴子には船渡・船引の地名が残っている︒　「
一
壱
筋
／
但
鳴
子
村
ゟ
大
口
村
へ
川
南
向
通
之
道
筋
」
は、
後
述
す
る
越
戸
坂
を
通
っ
て
鷲
ノ
巣
に
抜ける道である︒
（2） 坂拾ヲ―
 尿前坂・小深沢坂・大深沢坂・木ノ根坂・軽井沢坂・小豆坂・岩渕坂・
 
越井戸坂・上台坂・鳴子坂
　「風土記」記載の出羽海道の坂は五つとも「正保絵図」
「元禄絵図」にあるし、国土地理
院
の
地
形
図
に
は
沢
名
と
し
て
あ
る
の
で
踏
査
で
も
す
ぐ
確
認
で
き
た︒
現
在、
「
木
ノ
根
」
は「
杵
」
と表記して、小豆坂は前述通りである︒岩渕坂は岩渕集落にある通称権現森から入り途中で小豆坂に出合う︒越
こ
い
ど
井戸︵現越戸︶坂・上
わ
台だい
坂は、字鷲ノ巣の高橋久治氏︵屋号「越井
戸」
︶のご教示に従い書き入れた︒鳴子坂は湯元から上野々を抜け
る坂で、
この道は黒森・
屏風岩を経て旧宮崎村に通ずる宮崎道である︒
?
?
?????????????
　
この項はほぼ遊佐巌・遊佐久光両氏 ご教示に負うもので、今回未踏査のものも含めて
「村絵図」に書き入れた︒
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（1） 神社八ツ―
 温泉之神社・山神社二ツ・熊野権現・蔵王権現・羽黒権現・
 
月山権現・羽山権現
　「
湯
本
／
温
泉
之
神
社
」・「
中
山
／
山
神
社
」・「
中
屋
敷
／
山
神
社
」・「
岩
渕
／
蔵
王
権
現
」
は
現
在
地と同じでお参りできた︒
「湯元／熊野権現之社」は﹃宮城県遺跡地図﹄
︵平成十年・宮城
県
教
育
委
員
会︒
以
下「
遺
跡
地
図
」︶
の
熊
野
社
跡︵
Ｊ
Ｒ
鳴
子
駅
付
近
︶
に
あ
っ
た
が、
現
在
は
鳴
子
観
光
ホ
テ
ル
の
玄
関
脇
に
鎮
座
さ
れ
て
あ
る︒
「
尿
前
小こ
金かんなり
成
／
羽
黒
権
現
」
は
確
認
で
き
ず、
小
金
成︵
現
黄
金
成
︶
の
地
に
想
定
印
付
き
で
入
れ
た︒
「
花
渕
嶽
山
／
月
山
権
現
」
は
花
渕
山
の
中
腹
に
あ
り、
明
治
四
十
四
年
の
地
形
図
に
も
鳥
居
マ
ー
ク
が
あ
っ
た︒
「
葉
山
／
羽
山
権
現
」
は
葉
山︵
現
三
条山︶の山頂に石祠が建っている︒
（2）仏閣五ツ―薬師堂・馬頭観音堂・三嶋薬師・駒繋ノ馬頭観音・観音堂
　「尿前／薬師堂」は鳴子公園に宝塔のみが残っており、御像は薬師神社に移された︒
「鳴
子／馬頭観音堂」は念仏供養塔石碑が立つ鳴子温泉駅ホーム東︵現字新屋敷︶との伝承があ
り、
想
定
印
を
付
し
て
入
れ
て
お
い
た︒
「
末
沢
／
三
嶋
薬
師
」
は
玉
造
斎
場
脇
の
道
を
通
っ
て
上
る三条山の中腹に鎮座する薬師堂︵三条薬師ともいう︶で、そこから更に上ると「三丈野山／駒繋ノ馬頭観音」
︵駒止観音ともいう︶の石祠がある︒
「末沢／観音堂」は洞川院境内
に祀られている︒
（3） 寺壱个寺―洞川院
　「末沢／曹洞宗洞川院」は現在地と同じである︒
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（4） 古館壱个所―葉山館
　
石
堂
刑
部
義
房
の
居
城
で
葉
山︵
現
三
条
山
の
山
頂
︶
に
あ
り、
「
遺
跡
地
図
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る︒
（5） 旧跡三ツ
壱ツ―古寺跡壱ケ所
　
どの段階か不明だが、
「一岩手
之森／但尿前之上ニ在り御境目御番所道所御座候」と「一
岩
手
之
関
／
但
尿
前
御
境
目
ヲ
申
伝
候
出
羽
へ
之
御
買
所
尿
前
町
之
内
ニ
御
座
候
」
が
削
除
さ
れ、
「
県
史
」
所
収「
風
土
記
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い︒
今
回、
「
岩
出
山
古
文
書
を
読
む
会
」
の
原
史
料
テ
キストで古文書解読の面白さを味わえたのは収穫であった︒　「古寺跡壱ケ所／但南原と申所ニ花渕山相光寺と申寺跡︵以下、省略︶
」の内容は洞川院
智玄の書出にもある︒その場所は「遺跡地図」にあり、字南原に住む方の案内もあって特定することができた︒
6?
????????
（1） 温泉弐个所―瀧の湯・姥湯
　「
鳴
子
／
瀧
の
湯
」
は
現
在
の
字
湯
元
に
あ
り、
当
時
三
人
の
湯
守
が
い
て
遊
佐
屋・
大
沼
屋︵
後
の
源蔵湯︶
・横屋を称した︒
「川原の／姥湯」は河原湯ともいい、現在の字河原湯「姥之湯旅
館」
「農民の家」の一帯である︒当時、中山の蛇湯はまだ開湯していない
⎠4
⎝
︒
︵
4︶
 蛇湯の開湯について
「町史」
は、①寛永年間説
︵﹃仙
台志料﹄
引用︶
②寛政年間説
︵﹃宮城県鉱泉志﹄
引用︶
の
二
説
を
あ
げ
て
い
る
が、
﹃
仙
台
志
料
﹄︵
明
治
二
十
年・
岡千仭著︶
に直接当たると
「寛政年中星沼農松本︙」
と
あ
り、
﹃
仙
台
志
料
﹄・﹃
宮
城
県
鉱
泉
志
﹄︵
明
治
二
十
四
年・
永
澤
小
兵
衛
編
著
︶
と
も
に「
中
山
蛇
湯
は
寛
政
年
間
に開湯」としていたのである︒
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（2） 産物拾壱―銅・明礬・木地挽もの等
　「
銅
出
る
山
々
在
り
」
は、
「
遺
跡
地
図
」
に
本
山
銅
山
跡・
熊
沢
銅
山
跡
が
あ
り、
「
村
絵
図
」
の
そ
の
位
置
に
＊
印
を
付
け
た︒
「
尿
前
の
諸
白
」
の
諸
白
は「
江
戸
時
代
は
上
質
の
酒
の
総
称
」
と
辞
書
に
あ
る︵
広
辞
苑
︶︒
肝
入
遊
佐
家
の
現
当
主
遊
佐
清
氏
の
話
で
は「
尿
前
地
内
で
酒
の
醸
造
も
し
て
い
た
と伝えられている」という︒
「木地挽もの」
「ぬり物」は鳴子こけしや鳴子漆器として継承
されてきた︒産物は絵図の左端に文字書きした︒
（3） 古歌―「岩手の関
　
尿前之事」
︵省略︶
?
?
?????
（1） 端郷三つ―見手の原・小
こ
の之澤・中山
　
端郷︵はごう・はしごう・はしたごう︶は「村として公認されないが、まとまりのある
地域」
︵仙台藩歴史用語辞典︶のことをいう︒
「中山」は宿があって現在も集落があるので
わかるが、
あとの二つにはいま端郷といえるほどの集落はない︒
「風土記」
に記載はないが、
恐
ら
く
は「
見
手
の
原
」
に
は
本
山
銅
山
の
鉱
山
町
が、
「
小
之
澤
」
に
は
熊
沢
銅
山
の
鉱
山
町
が
形
成
さ
れ
て、
多
く
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る︒
一
つ
の
証
と
し
て
見
手
野
原
に
は
文
政
十
年・
十一年建立の、南部・秋田・津軽から来た金堀人二十一名の名前が刻まれた石碑が残っている︒
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（2） 小名三つ―五味巻・古
ふる
戸ど
・河原湯
　
小名︵こな︶は「村または町を小分けした名︒小字」
︵仙台藩歴史用語辞典︶だが、
「風
土記」にある小名の項目にはごく一部の小名しか記載されていない︒
「古戸」
「河原湯」は
現在の古戸前と河原湯 ことである︒
「五味巻」を知る人は皆無で、
「風土記」以外の文書
に
も
出
て
こ
な
い︒
し
か
し、
用
水
堰
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
大
堰
が
東
坂
見
堀
で
あ
る
な
ら、
「
五
味
巻」は玉造川からの水取り口付近だ 推定できる︒字岩渕の小松善吉氏の話では、対岸に鶴巻や亀ケ渕など 通称地名があるという︒想定印
を付して「村絵図」に入れた︒
?
?
????????
（1） 屋舗名拾八―
 末沢・大畑・中・岩渕・雷
いかつち
土・尿前・川欠・川畑・田中・湯元・
中山・陳ケ森・南原 焼
やきいし
石又
また
・星沼・白岩沢・御
み
見けん
屋敷
　
列
記
さ
れ
て
い
る
屋
舗
名
は
十
七
で
あ
る︒
「
県
史
」
所
収
の「
風
土
記
」
に
は「
屋
舗
名
拾
八︹
拾
七
有
り
︺」
と
注
記
が
入
っ
て
い
る︒
記
入
漏
れ
か、
数
え
ち
が
い
か
は
不
明
で
あ
る︒
記
入
漏
れ
と
す
れば、古戸屋舗かも知れない︒　
鳴子村の場合、寛永検地帳や高人数改帳︵宗門改帳︶が未発見である とや、
「風土記」
に屋敷ごとの軒数がないこと、明治以降︵特に近年︶の転居が多かったこと等から、屋敷をすべて特定するのは不可能だった︒その中で中山地区に関しては「中山絵図」と住宅地図を照合しながら現地踏査をして、川畑︵現川端︶
・中山・陳ケ森︵現陣ケ森︶
・南原・焼
石又︵現焼石亦︶
・星沼の各屋敷を確認できた︒御見屋敷は踏査で、
「御見」の屋号をもつ
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図 7　「玉造郡鳴子村風土記書出」の絵図化（二〇一三・五　鴇田作成）
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旧家の当主と出会えた︒尿前では屋号
「大庄屋」
︵大肝入︶
の遊佐家、岩渕地区では岩渕・
大畑・中屋敷の旧家中鉢家・遊佐家を訪ねて特定できた︒また湯元では湯元遊佐家・湯元大沼家等を確認できた︒以上の屋敷は⃝ 付し
「村絵図」
に書き入れた︒川欠屋敷は、
﹃安
政
四
年
春
御
郡
日
記
﹄︵
宮
城
県
図
書
館
蔵
︶
中
の
川
懸
温
泉
を「
新
河
原
湯
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」︵「
町
史
」︶
と
し
て
い
る
の
で、
字
河
原
湯
内
に
想
定
し
印
を
付
し
て
書
き
入
れ
た︒
雷
土
屋
敷・
田
中
屋
敷・白岩沢屋敷は不明なので入れなかった︒
（2） 屋敷名と明治期鳴子村の字名
　「風土記」記載の屋敷名を「字調書」と照合すると、次のようになる︒　①
 屋敷名と字名が同じ／湯元・尿前・岩渕︵岩渕・岩渕前︶
・中︵中屋敷︶
・大畑・末沢
︵末沢・末沢西︶
・中山・星沼・焼石又︵焼石亦︶
・南原・川畑︵川端︶
・御見︵名剣︶
・
陳ケ森︵陣ケ森︶
　
②字名とならなかった屋敷名／雷土・川欠・田中・白岩沢
　
以
上
の
よ
う
に、
十
七
屋
敷
の
う
ち
十
三
屋
敷
名
が
字
名
と
し
て
生
き
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る︒
????
　
以
上
の
過
程
を
経
て、
「
鳴
子
村
風
土
記
書
出
」
の
記
述
を
も
と
に
略
図
な
が
ら
一
枚
の
村
絵
図「
玉
造郡鳴子村絵図」を描きあげ、余白に「村高六拾貫百二拾壱文／人頭五拾五人／ 数百四
第二部
　
第
1章
　「鳴子村風土記御用書出」の絵図化―古文書からの歴史景観復元―
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拾八軒／男女都合七百三人／馬弐百三拾四匹／川渡舟弐艘」と書き入れ、さらに「風土記
御
用
書
上
／
肝
入
平
蔵
／
安
永
二
年
」
を
書
き
添
え
た︵
図
７︶
︒
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
家
数
が
人
頭
数
の
二・
七
倍
も
あ
る
こ
と
で、
隣
村
の
大
口
村
一
・
四
倍、
鬼
首
村
一
・
〇
一
倍
に
比
し
て
格
段
に
高
い︒
こ
れ
は
名
子
や
水
呑
が
多
い
だ
け
で
な
く、
尿
前
町︵
宿
︶・
中
山
町︵
宿
︶
の
丁よほろ
や
木
地師、温泉での働き手がいたことを示すもので、鳴子村の特質をよく表している︒　
この「村絵図」は一見して村の輪郭をはじめ色々と、江戸期や明治初期の絵図とは印
象の異なるものになった︒それらの絵図 同じようなものをとも考えたが、現在の地形図等を生かすことにより意味があると思い、デフォルメは屋敷数の多い集落などごく一部に限定した︒文書「風土記」を視覚化するという、ある意味無謀な試みだっ 描くこと よって色ん 事を知ることがで た︒ま 描き進むうちに不明 点がつぎつぎ出てきて、
新たな調査や資料の洗い直しをせざるを得なかった︒しかし、得ることも沢
山あっ 、 れはこれで結構たのしい仕事だった︒不備な箇所はいくつかあるが、ここで一区切りつけたいと思う︒　
ま
た、
遊
佐
家
文
書
等
の
中
に
当
時
の
村
絵
図
が
あ
っ
た
と
し
た
ら、
比
較
検
討
が
楽
し
み
で
あ
る︒　
これも、聞き書きに応じて頂いた方々や、質問に快くご回答・ご教示頂いた諸機関の
おかげである︒記して感謝の意を表します︒
＊
　　　　　　　　　　
＊
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聞き書き調査に協力された方々︵敬称略︶と諸機関
　
 遊佐清・遊佐守・遊佐勘左衛門・上野東・遊佐藤夫・渡辺久義・門脇勉・遊佐妙子・
 
遊佐勝子・中鉢幸一 中鉢八千代・遊佐久俊 敏雄 小松善吉 遊佐雄一・
 
遊佐正敏・遊佐忠行・遊佐文哉・遊佐巌 遊佐久光・遊佐一郎・遊佐久太郎・
 
瀧島勇男・遊佐キヨ 定男・遊佐良一 工藤宗一 上野隆志／大山厚昭︵鬼首山学校協議会︶
・大沼幸男︵同︶
／高橋盛︵岩出山古文書を読む会︶
・菊地優子︵同︶
・
 
宮田尚夫︵同︶
／鈴木進︵玉造・地名の会︶
・加藤素行︵同︶
・遊佐辰雄︵同︶
・
 
村上俊則︵同︶
・沖田捷夫︵同︶
／五味千成
　
 宮城県公文書館・宮城県図書館 大崎市鳴子温泉総合支所総務課 大崎市鳴子公民館・大崎市教育委員会文化財保護課 図書館 最上町教育委員会教育文化課
 
岩出山古文書を読む会・特定非営利活動法人鬼首山学校協議会 玉造地名の会
